
中
一
国
語

　
文
節
相
互ご

の
関
係
　
第
二
回
　

　
　
修
飾

し
ょ
く

語
　
被ひ

修
飾
語
の
関
係

講
師

：

羽
場 

雅
希

◆ 

今
日
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と

　
　 

・
文
節（
復
習
）

　
　 

・
修
飾（
語
）―
被
修
飾（
語
）の
関
係

　
　 

・
連
体
修
飾
語



◆
　
文
節（
復
習
）

意
味
の
上
で
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
文
を
で

き
る
だ
け
短
く
区
切
っ
た
ま
と
ま
り
。

◆
　
修
飾（
語
）―
被
修
飾（
語
）の
関
係

二
つ
の
文
節
の
一
方
が
修
飾
語
、
も
う
一
方
が
被
修

飾
語
に
な
っ
て
い
る
関
係
。

修
飾
語
： 

文
の
中
で
「
ど
の
く
ら
い
、
何
を
、
何
に
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
こ
か
ら
、
ど
こ
に
、

ど
ん
な
、
何
の
」
な
ど
に
あ
た
る
文
節
。

他
の
文
節
を
説
明
（
＝
修
飾
）
す
る
。

被
修
飾
語
：
修
飾
さ
れ
る
文
節
。

※ 

修
飾
す
る
こ
と
を
「
か
か
る
」
と
言
う
こ
と
が
あ

る
。



◆
　
連
体
修
飾
語
・
連
用
修
飾
語

連
体
修
飾
語
： 

体
言（
名
詞
）を
含ふ

く

む
文
節
を
修
飾
す

る
修
飾
語
。

（
例
）

　
　
放
課
後
の
音
楽
室
で

　
　
課
題
の
合
唱
曲
を

※
名
詞
＝ 

物
事
の
名
称し

ょ
うを
表
す
単
語
。
主
語
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
。

連
用
修
飾
語
： 

用
言（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）

を
含
む
文
節
を
修
飾
す
る
修
飾
語
。

（
例
）

　
　
合
唱
曲
を
練
習
し
た

　　
　
必
死
に
練
習
し
た



【
第
一
問
】

次
の
⑴
〜
⑸
の
文
の
傍ぼ
う

線
部
の
修
飾
語
・
被
修
飾
語

の
関
係
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
後
の
①
〜
⑤

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。    

⑴
　
ネ
コ
を
大
切
に
育
て
る
。

⑵
　
教
室
で
い
じ
め
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

⑶
　
た
い
そ
う
花
子
さ
ん
は
可
愛
ら
し
い
。

⑷
　
さ
わ
や
か
な
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
だ
。

⑸
　
春
の
遠
足
で
八や
つ
が
た
け

ヶ
岳
に
み
ん
な
で
登
る
。

①
　
ど
の
く
ら
い
　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
だ

②
　
ど
こ
か
ら
・
ど
こ
に
　
　
　
ど
う
す
る

③
　
何
を
・
何
に
　
　
　
　
　
　
ど
う
す
る

④
　
い
つ
・
ど
こ
で
　
　
　
　
　
ど
う
す
る

⑤
　
ど
ん
な
・
な
ん
の
　
　
　
　
何
だ

⑴  

③

⑵  

④

⑶  

①

⑷  

⑤

⑸  

②



【
第
二
問
】

次
の
文
の
主
語
に
は
　
　
　
、
述
語
に
は
　
　
　
が

引
い
て
あ
る
。
例
に
な
ら
っ
て
、

①
　
文
節
に
区
切
り
な
さ
い
。

②
　 

修
飾
語
に
　
　
を
引
き
、
修
飾
し
て
い
る
文
節

に
向
か
っ
て
矢
印
を
書
き
込こ

み
な
さ
い
。

※ 

問
題
作
成
の
意
図
に
よ
り
、
文
中
の
読
点
（
、）

を
省
い
て
い
ま
す
。
　
　
　

（
例
）

先
生
は
日
曜
日
に
多
摩ま

川
で
二
十
匹ぴ
き

の
テ
ナ
ガ
エ
ビ
を
釣つ

っ
た
。



⑴ 
　
山
田
さ
ん
は
先
月
新
宿
の
病
院
で
健
康
診し
ん

断

を
受
け
た
。

⑵ 

　
山
田
さ
ん
は
体
脂し

ぼ

う肪
を
落
と
す
た
め
に
毎
日

一
キ
ロ
歩
く
そ
う
だ
。

　
※
補
足
‥
「
歩
く
そ
う
だ
」
で
一
文
節
。

 

　⑶ 

　
常
に
努
力
す
る
山
田
さ
ん
は
と
て
も
素
敵
だ
。

　
※
補
足
‥
「
常
に
」
で
一
文
節
。


